
13
時
。
集
会
に
先
立
ち
、
特

別
参
加
し
た
歌
手
の
加
藤
登
紀

子
さ
ん
が
、
被
災
地
へ
の
思
い

を
込
め
た
歌
6
曲
を
熱
唱
。

参
加
者
全
員
が
総
立
ち
と
な
っ

て
会
場
が
一
体
と
な
っ
た
。

そ
し
て
集
会
実
行
委
員
長
の

竹
中
柳
一
さ
ん
（
福
島
県
平
和

フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
）
が
開
会
を

宣
言
。

呼
び
か
け
人
代
表
の
清
水
修

二
さ
ん
（
福
島
大
学
副
学
長
）

は
、
「
50
基
を
超
え
る
原
発
が

地
震
国
日
本
で
稼
働
し
て
い
た

こ
と
に
本
当
に
憤
り
を
覚
え
る
」

「
原
発
い
ら
な
い
！
の
声
を
全

国
の
心
あ
る
人
々
に
届
け
る
の

は
、
福
島
県
民
の
使
命
・
義
務

で
あ
る
」
と
訴
え
た
。

続
い
て
呼
び
か
け
人
の
一
人

で
あ
る
、
作
家
の
大
江
健
三
郎

さ
ん
は
、
「
原
発
事
故
を
絶
対

に
な
く
す
こ
と
は
出
来
る
の
か
？

可
能
だ
。
そ
れ
は
原
発
を
な
く

す
こ
と
だ
」
「
私
は
作
家
で
あ

り
、
想
像
力
が
豊
か
。
こ
ん
な

想
像
を
し
て
み
た
。
近
い
日
の

あ
る
朝
、
全
国
の
小
中
高
学
校

の
朝
礼
で
校
長
が
、
『
こ
の
国

は
原
発
を
撤
廃
す
る
こ
と
を
昨

日
決
め
ま
し
た
。
も
う
事
故
の

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
』
と
伝
え

た
想
像
を
し
た
。
実
現
さ
せ
よ

う
」
と
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
述

べ
た
。

さ
ら
に
、
福
島
県
民
の
訴
え

と
し
て
、
農
業
、
漁
業
、
高
校

生
、
主
婦
、
避
難
生
活
者
な
ど

6
人
が
登
壇
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
悲
痛
な
訴
え
を
行
な
っ

た
。そ

し
て
14
時
46
分
。
震
災
の

犠
牲
に
な
っ
た
人
々
を
追
悼
し
、

参
加
者
全
員
で
黙
祷
を
行
な
っ

た
。
同
時
に
、
黙
祷
を
捧
げ
て

い
た
ス
タ
ン
ド
の
外
か
ら
も
、

サ
イ
レ
ン
や
鐘
の
音
が
風
に
の
っ

て
聞
こ
え
て
き
た
。

集
会
宣
言
は
、
呼
び
か
け
人

の
小
渕
真
理
さ
ん
（
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ツ
平
和
博
物
館
館
長
）

が
「
原
発
は
い
ら
な
い
！
私
た

ち
は
全
国
民
に
向
け
宣
言
し
ま

す
」
と
提
案
し
、
満
場
の
拍
手

で
採
択
が
さ
れ
た
。

集
会
後
は
殆
ど
の
参
加
者
が

そ
の
ま
ま
デ
モ
行
進
に
参
加
。

2
コ
ー
ス
に
別
れ
て
会
場
周

辺
を
行
進
し
な
が
ら
、
「
原
発

い
ら
な
い
」
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
転
換
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

主
張
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
広
く
市

民
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
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3
・
9

国
労
東
北
総
決
起
集
会

3
・
10

国
労
仙
台
総
行
動

3
・
11

原
発
い
ら
な
い
！
3
・
11
福
島
県
民
大
集
会

3
・
16

地
本
執
行
委
員
会
・
闘
争
委
員
会

会
館
運
委
員
会
・
高
橋
昇
三
さ
ん
を
送
る
会

3
・
13

団
交
（
申
20
号

駅
業
務
委
託
関
係
）

3
・
20

西
日
本
運
協
震
災
視
察
・
交
流
会

3
・
21

団
交
（
申
21
号

総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
業
務
改
善
）

3
・
21

団
交
（
申
21
号

総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
業
務
改
善
）

3
・
24

秋
田
・
仙
台
地
本
不
当
配
転
者
激
励
交
流
会

 3
月
11
日
、
福
島
県
郡
山
市
内
の
開
成
山
野
球
場
に
お
い
て
、

「
原
発
い
ら
な
い
！
3
・
11
福
島
県
民
大
集
会
」
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
集
会
は
東
日
本
大
震
災
・
福
島
原
発
事
故
一
周
年
と

し
て
、
同
集
会
は
県
内
の
農
林
漁
業
団
体
、
生
協
、
女
性
、
平

和
団
体
な
ど
様
々
な
組
織
の
代
表
が
呼
び
か
け
た
実
行
委
員
会

が
主
催
し
た
も
の
で
、
福
島
県
は
も
と
よ
り
全
国
か
ら
一
万
六

千
人
が
参
加
し
た
。

すし詰め状態の一塁側スタンド。「国労仙台」の旗も

地本参加者は連日のデモの疲れも見せず元気に行進

「原発いらない」人々が会場を埋め尽くした

国
労
本
部
は
、
3
月
16
日
JR

貨
物
か
ら
国
労
本
部
申
第
11

号
「
12
年
度
新
賃
金
要
求
」

に
基
づ
く
回
答
を
う
け
た
。

内
容
は
「
ベ
ア
・
ゼ
ロ
」

「
定
期
昇
給
の
み
実
施
」

「
55
歳
以
上
の
社
員
の
賃
金

改
善
措
置
と
し
て
１
４
０
０

円
を
加
算
す
る
」
「
割
増
賃

金
の
改
訂
と
し
て
1
時
間
当

た
り
単
価
の
う
ち
、
Ｂ
単
価

を
（
125
/

100
）
か
ら
（
126
/

100
）
に
改
め
る
」
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
国
労
本
部
は
不

満
を
示
し
、
持
ち
帰
り
検
討

と
し
た
。

ま
た
、
地
方
本
部
は
、
「
貨

物
会
社
２
０
１
２
年
度
新
賃

金
ベ
ア
ゼ
ロ
回
答
に
抗
議
す

る
緊
急
集
会
の
開
催
等
に
つ

い
て
」
（
仙
地
指
示
第
32
号

3
月
19
日
）
を
指
示
し
た
。

開
催
日
時

12
年
3
月
21
日
（
水
）

①
宮
城
県
側
集
会

18
：
30
～

宮
城
県
支
部
・
仙
総
支
部

②
福
島
県
側
集
会

18:

00
～

福
島
県
支
部
・
郡
工
支
部



国
労
東
北
協
議
会
と
仙
台
地

本
は
12
年
春
闘
勝
利
に
向
け
た

取
組
み
の
一
環
と
し
て
、
仙
台

市
内
に
お
い
て
大
衆
行
動
を
展

開
。
3
月
9
日
に
は
国
労
東
北

総
決
起
集
会
（
国
労
せ
ん
だ
い

速
報
版
２
６
２
１
号
参
照
）
、

翌
10
日
に
は
国
労
仙
台
総
行
動

を
開
催
し
た
。

10
日
の
総
行
動
は
仙
台
市
錦

町
公
園
で
13
時
30
分
か
ら
開
催
。

当
日
は
朝
か
ら
雪
が
降
り
、

そ
の
後
雨
と
な
る
生
憎
の
悪
天

候
で
あ
っ
た
が
、
各
地
か
ら
２

５
３
人
の
組
合
員
が
結
集
し
た
。

参
加
し
た
組
合
員
を
前
に
大

沼
委
員
長
は
、
12
春
闘
情
勢
を

述
べ
た
後
、
「
昨
年
は
震
災
も

あ
り
思
う
よ
う
な
取
組
み
が
出

来
な
か
っ
た
が
、
今
年
は
し
っ

か
り
と
要
求
を
集
約
し
、
職
場

の
声
を
反
映
さ
せ
よ
う
。
そ
れ

ぞ
れ
が
出
来
る
こ
と
を
精
一
杯

取
組
む
こ
と
が
全
体
の
底
上
げ

に
つ
な
が
る
」
「
労
働
運
動
が

停
滞
し
て
い
る
が
、
少
し
で
も

市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
運
動
と

連
帯
の
輪
を
広
げ
よ
う
」
と
訴

え
た
。

集
会
に
は
来
賓
と
し
て
、
社

民
党
宮
城
県
連
合
菅
野
哲
雄
代

表
、
国
労
議
員
団
石
川
建
治
仙

台
市
議
、
鉄
道
退
職
者
の
会
国

井
豊
重
会
長
に
駆
け
つ
け
て
頂

き
、
連
帯
と
激
励
の
あ
い
さ
つ

を
受
け
た
。

ま
た
、
国
労
東
日
本
本
部
松

井
正
義
書
記
長
か
ら
は
、
春
闘

情
勢
と
東
日
本
会
社
の
動
向
が

述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
、
被
災
者
の
現
状
報

告
と
し
て
、
東
北
自
動
車
支
部

大
倉
満
前
委
員
長
よ
り
報
告
を

受
け
た
。

大
倉
氏
は
、
「
業
務
中
（
水

戸
支
社
常
磐
線
大
野
駅
勤
務
）

に
被
災
し
、
福
島
第
一
原
発
の

放
射
能
漏
れ
事
故
の
影
響
で
、

避
難
所
生
活
を
強
い
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
ま
た
避
難
所
を

幾
度
も
変
更
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

自
宅
に
一
度
し
か
帰
る
こ
と
が

出
来
な
い
で
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
態
に
な
っ
た
の
も
原
発
の

た
め
。
反
対
運
動
を
し
て
き
た

つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
不
十
分

で
あ
っ
た
。
今
後
も
反
原
発
の

運
動
と
責
任
追
及
を
闘
っ
て
い

く
」
と
決
意
を
込
め
た
報
告
を

行
な
っ
た
。

そ
の
後
は
各
支
部
と
貨
物
協

議
会
の
代
表
者
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

決
意
表
明
を
受
け
、

五
十
嵐

書
記
長
が
、
「
連
日
の
集
会
で

あ
っ
た
が
、
多
く
の
組
合
員
が

結
集
し
、
昨
日
は
東
北
三
地
本

で
四
百
人
超
（
仙
台
２
９
３
人
）
、

本
日
も
２
５
３
人
で
組
織
の
六

割
動
員
を
得
た
。
こ
の
行
動
力

と
団
結
を
職
場
で
も
発
揮
し
、

諸
要
求
の
獲
得
と
諸
課
題
の
解

決
に
向
け
、
地
本
の
全
組
合
員

が
一
丸
と
な
っ
て
奮
闘
し
よ
う
」

と
二
日
間
の
取
組
み
の
集
約
を

行
な
っ
た
。

集
会
は
大
沼
委
員
長
の
団
結

頑
張
ろ
う
で
締
め
ら
れ
、
参
加

者
は
隊
列
を
組
み
仙
台
駅
前
ま

で
の
デ
モ
行
進
に
出
発
。

諸
要
求
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
で
市
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
行

な
っ
た
。

ま
た
デ
モ
の
隊
列
に
は
飛
び

入
り
で
二
人
の
若
者
が
参
加
。

聞
け
ば
「
原
発
撤
廃
」
の
言

葉
で
デ
モ
に
加
わ
っ
た
と
い
う
。

無
論
、
参
加
し
て
も
ら
っ
た

こ
と
に
感
謝
し
御
礼
を
述
べ
た
。

国
労
の
デ
モ
隊
に
一
般
の
方

が
加
わ
っ
た
と
い
う
の
は
あ
ま

り
経
験
が
な
い
の
で
は
。
嬉
し

い
出
来
事
で
あ
っ
た
。
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第
12
回
国
労
東
日
本
本
軟
式
野
球
大
会

期
日

5
月
17
日
（
木
）
～
18
日
（
金
）

会
場

大
井
ふ
頭
中
央
海
浜
公
園
野
球
場

退
職
の
お
知
ら
せ

2
月
29
日
付

佐
々
木

幸
壽
さ
ん

仙
石
線
駅
連
合

Ｔ
Ｓ
Ｓ
高
城
町
駅

早
坂

喜
久
雄
さ
ん

新
庄
連
合

退
職

加
成

三
男
さ
ん

仙
総
車
体

退
職

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

地本組対策会議から～

・西日本の青

年部活動。大

まかに、春闘

行動・入社式

宣伝行動・平

和の集いが柱。

・調査活動と

して、青年の

要求と組合加入に関するアンケート

を実施。青年の要求は職場の課題が

ほどんど。

この要求実現に向け青年部交渉も

視野にいれ奮闘している。また組合

加入の動機や必要性を問う設問も設

けてあり、交渉に活かしたい。

・学習の必要性～就業規則と賃金の

学習会を継続している。年2回程度

だが、他労組の青年も交えて楽しく

学習。

・西日本では、社員と契約社員の待

遇の差異とその改善を求める労組の

運動の違いから、「自分が国労に入っ

て待遇の改善をするんだ」と加入す

る青年の仲間も。

加入と同時に同じ契約社員の仲間

に、「国労で一緒に頑張ろう」と働

きかけもしている。

・貨物は和解もあったが、職場状況

は目立った変化はない。他労組は身

近な相談に乗ってくれず、組合費は

高い。意味ないと国労に相談・加入

し自らの希望もかなった。

・中国バス。度重なる賃金制度改悪

で試験に合格しないと基本給が一切

上がらない制度に。会社に対する不

満と他労組への不満、そして国労の

先輩の呼びかけで加入に。

・共通しているのは、「入ってやれ

やれ」ではなく、加入した本人が率

先して組織拡大に動いていること。

・若い人は、大きいといわれる組織

の運動（考え方・行動）を見ている。

そして、「このままでは変わらな

い」と加入してくれる仲間もいる。

そこに自信を持って、組織拡大取

組みに頑張りたい。

清水書記長

お
詫
び

国
労
仙
台
２
６
２
１

号
（
速
報
版
）
に
お
い

て
、
猶
野
喬
氏
の
氏
名

が
誤
っ
て
お
り
ま
し
た
。

関
係
者
の
皆
様
に
は

心
よ
り
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

【
編
集
部
】

雨の中、整然とデモ行進を行う。嬉しい飛び入り参加もあった

国
労
東
日
本
本
部
は
、
3
月

19
日
JR
東
日
本
か
ら
２
０
１

２
年
度
新
賃
金
と
夏
季
手
当

に
つ
い
て
回
答
を
受
け
た
。

内
容
は
、
①
ベ
ア
・
ゼ
ロ
、

定
期
昇
給
の
み
②
夏
季
手
当

2
・
55
ヶ
月
、
6
月
28
日
支

払
い
③
JR

東
日
本
旅
行
券

（
社
員
用
）
一
人
5
万
5
千

円
相
当
配
布
、
6
月
以
降
準

備
で
き
次
第
。
利
用
資
格
は

社
員
と
家
族
、
有
効
期
限
な

し
。
④
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ

の
精
勤
手
当
（
口
頭
回
答
）

と
し
て
、
24
年
度
中
に
雇
用

期
間
満
了
の
社
員
に
1
万
5

千
円
を
加
算
。

東
日
本
本
部
は
、
旅
行
券
の

配
付
に
つ
い
て
は
、
国
労
要

求
に
沿
う
も
の
で
、
一
定
の

評
価
は
で
き
る
が
、
賃
金
・

夏
季
手
当
回
答
に
つ
い
て
は

要
求
と
か
け
離
れ
て
お
り
持

ち
帰
り
検
討
と
し
た
。


